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は
じ
め
に

当
委
員
会
は
、
平
成
17
年
5
月
に
、

「
地
域
保
健
の
諸
問
題
を
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

を
担
う
人
材
の
確
保
を
推
進
し
、
保
健

所
の
充
実
強
化
を
図
る
」た
め
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、20
年
度
の「
地

域
保
健
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
指
針
の
見
直
し
に
関
す
る
提
言
」を

は
じ
め
、
地
域
保
健
の
充
実
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
提
言
や
提
案
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。

近
年
は
、
在
宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、地
域
医
療
構
想
、

改
正
精
神
保
健
福
祉
法
へ
の
対
応
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
し
た
。
見
解
に
は
、「
取
り
組
み
の
必

要
性
と
そ
の
根
拠
」「
具
体
的
な
保
健
所

の
取
り
組
み
」等
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載

し
て
お
り
、
見
解
を
基
に
全
国
保
健
所

長
会
の
研
修
会
や
会
議
等
に
お
い
て
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
26
年
9
月
に
示
さ
れ
た「
医

療
介
護
総
合
確
保
方
針
」で
は
、
在
宅

医
療
体
制
の
整
備
、
医
療
お
よ
び
介
護

の
連
携
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、「
都
道

府
県
が
よ
り
広
域
的
な
立
場
か
ら
、
保

健
所
等
の
活
用
に
よ
り
、
市
町
村
の
後

方
支
援
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
重

要
」と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
2
月

に
改
め
て「
在
宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
関
す
る
提
言
」を

行
い
、
保
健
所
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

保
健
所
に
は
、
市
町
村
等
と
の
連
携・

協
働
に
よ
る
医
療
・
介
護
連
携
、
予
防

（
介
護
予
防
、
疾
病
予
防
）の
推
進
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
を
中
心
に
、

行
政
、
関
係
団
体
が
協
働
し
、「
生
活
支

援
」「
住
居
」へ
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
も
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
策
定
で

積
極
的
な
役
割
を

医
療
介
護
総
合
確
保
法
に
基
づ
き
、

「
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携
」「
在
宅
医

療
、
介
護
の
推
進
」を
図
る
た
め
に
、

本
年
度
よ
り
地
域
医
療
構
想
策
定
が
始

ま
り
ま
し
た
。
医
療
計
画
の
一
部
と
し

て
、
原
則
と
し
て
二
次
医
療
圏
を
区
域

と
す
る
構
想
策
定
で
は
、
保
健
所
の
役

割
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
本
部
は
、

在
宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進

に
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を

保
健
所
で
は
、
従
来
、
医
療
計
画
に

基
づ
く
在
宅
医
療
の
推
進
を
は
じ
め
、

難
病
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

緩
和
ケ
ア
、
認
知
症
、
介
護
予
防
等
の

対
策
を
通
じ
て
、
地
域
医
療
・
介
護
連

携
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
地
の
保
健
所
の
立

場
は
異
な
り
、
在
宅
医
療
・
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
か
か
る
取
り

組
み
に
は
、
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
保
健
所
が
こ
の
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
26
年

3
月
に
全
国
の
保
健
所
に
対
し
て
、「
在

宅
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
に
関
す
る
見
解
」を
取
り
ま
と
め

構
想
策
定
の
一
環
と
し
て
本
年
６
月
に
、

２
０
２
５
年
に
お
け
る
高
度
急
性
期
、
急

性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
の
4
つ
の
医

療
機
能
別
必
要
病
床
数
の
推
計
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
病
床
数
が

現
状
に
比
し
て
首
都
圏
、
大
阪
府
、
沖

縄
県
で
は
増
加
す
る
も
の
の
、
全
国
で

12
％
減
少
し
、
地
方
の
大
半
の
県
で
20
％

以
上
の
大
幅
減
に
な
る
と
い
う
も
の
で
、

大
変
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
進
め
ら
れ
る
構
想
案
作
成
で
は
、

医
療
、
介
護
、
保
健
、
福
祉
の
関
係
機
関・

団
体
等
に
よ
る
慎
重
な
協
議
が
必
要
で

す
。
保
健
所
は
、地
域
の
特
性
、住
民
ニ
ー

ズ
、
将
来
推
計
を
含
む
各
種
デ
ー
タ
分

析
等
を
踏
ま
え
て
、
検
討
が
十
分
に
行

わ
れ
る
た
め
の
調
整
役
を
果
た
す
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
は
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
さ
ら
に
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
一
体
的

に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
は
「
圏
域

の
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
に
お
け
る
保
健
所
の
役

割
に
関
す
る
研
究
」（
中
本
班
）と
協
力

し
、
保
健
所
が
地
域
医
療
構
想
で
担
う

役
割
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推

進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
調
査
研

所
活
動
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
①
保

健
所
職
員
の
改
正
法
の
理
解
促
進　

②

関
係
者
へ
の
理
解
促
進　

③
病
院
報
告

を
は
じ
め
と
す
る
保
健
所
が
有
す
る
情

報
の
整
理
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化　

④
自

立
支
援
協
議
会
へ
の
関
与
と
働
き
か
け

⑤
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
へ
の
具
体
的

提
案　

⑥
相
談
支
援
事
業
者
へ
の
働
き

か
け　

⑦
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
お
よ

び
雇
用
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援
―
を
進

め
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
併

せ
て
、
病
床
の
機
能
変
更
や
地
域
生
活
へ

の
移
行
に
向
け
た
体
制
把
握
な
ど
の
対

応
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
体
制
整
備
に
つ
い
て

も
取
り
組
む
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
2
月
に
は「
改
正
精
神

保
健
福
祉
法
に
お
け
る
保
健
所
の
役
割

に
関
す
る
研
究
」（
中
原
班
）と
連
携
協
力

し
て
、「
改
正
法
に
対
応
す
る
た
め
の
保
健

所
機
能
に
つ
い
て
」の
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
前
年
の
提
案
内
容
に
加
え

て
、
保
健
所
主
導
で
の
圏
域
内
地
域
移
行

推
進
協
議
会
の
実
施
と
、
圏
域
内
精
神

科
病
院
へ
の
保
健
所
の
働
き
か
け
を
、
具

体
的
例
示
を
挙
げ
て
促
し
た
も
の
で
す
。

公
衆
衛
生
医
学
専
門
医

（
仮
称
）
に
つ
い
て

29
年
度
か
ら
新
し
い
専
門
医
制
度
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
医

師
は
19
基
本
診
療
領
域
の
い
ず
れ
か
の

専
門
医
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
後
に
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

領
域
専
門
医
を
め
ざ
す
と
い
う
も
の
で

す
。
し
か
し
、
19
の
基
本
診
療
領
域
に

公
衆
衛
生
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
医
学

系
の
専
門
医
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
日
本
衛
生
学
会
、
日
本
産

業
衛
生
学
会
、
日
本
公
衆
衛
生
学
会
、

全
国
保
健
所
長
会
、
全
国
衛
生
部
長
会
、

地
方
衛
生
研
究
所
全
国
協
議
会
等
の
10

団
体
に
よ
る
準
備
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
社
会
医
学
領
域
の
専
門
医
制
度
に

つ
い
て
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
保
健
所
長
会
で
は
、
新
し
い
専

門
医
制
度
下
で
は
、
公
衆
衛
生
に
進
む

医
師
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
り
、
保
健

所
の
医
師
確
保
は
き
わ
め
て
困
難
な
状

況
に
な
る
と
の
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま

す
。
当
委
員
会
で
も
、「
公
衆
衛
生
医
師

の
確
保
・
人
材
育
成
に
関
す
る
調
査
及

び
実
践
事
業
」（
山
本
班
）と
連
携
協
力

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
国
の
動
向
や
全
国
の
地
域

保
健
状
況
を
踏
ま
え
、
各
研
究
班
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
保
健
の
充
実
強
化

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

究
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

改
正
精
神
保
健
福
祉
法
へ
の

対
応

平
成
25
年
6
月
に
改
正
精
神
保
健
福

祉
法
が
成
立
し
、
翌
年
4
月
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
保
健
所
長
会
は
、

法
改
正
の
趣
旨
で
あ
る
精
神
障
が
い
者

の
人
権
の
擁
護
と
精
神
科
医
療
の
質
の

向
上
に
全
面
的
に
賛
成
し
、保
健
所
が
、

改
正
法
お
よ
び
指
針
に
沿
っ
て
日
本
の

精
神
科
医
療
保
健
福
祉
の
改
革
に
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
委
員
会
で
は
、
25
年

11
月
に
「
精
神
保
健
福
祉
法
改
正
後
の

保
健
所
の
役
割
に
つ
い
て
の
全
国
保
健

所
長
会
意
見
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
保
健
所
は
、「
精
神
科
医
療

の
機
能
分
化
の
促
進
」
精
神
障
が
い
者

支
援
の
た
め
の
「
地
域
精
神
保
健
の
役

割
」「
地
域
精
神
福
祉
へ
の
働
き
か
け
」

「
医
療
計
画
に
お
け
る
精
神
分
野
の
見

直
し
」の
役
割
を
担
う
べ
き
で
あ
る
、

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
26
年
2
月
に「
改
正
法
施
行

に
向
け
て
の
保
健
所
の
取
り
組
み
に
つ
い

て（
提
案
）」を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

全
国
の
保
健
所
長
に
対
し
て
、
地
域
精

神
保
健
福
祉
体
制
整
備
の
た
め
の
保
健

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り

地
域
保
健
の
充
実
強
化
に

関
す
る
委
員
会
の
活
動
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国
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地
域
保
健
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充
実
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関
す
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長


